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河川流量が減少し、2020
年以降は現在の水需要が
満たされなくなる、またサ
ケの生息地が消失

既存の水力発電所に
おける電力生産可能
量は、2070年代ま
でに25%以上減少

バングラデシュにおける年
間ピーク流量時の浸水地域
は、世界気温の2℃の上昇
に伴い少なくとも25％増加

アフリカでは、2020年までに7,500万人～ 2億5,000万人
の人々が気候変動に伴う水ストレスの増加にさらされる

小島嶼の淡水レンズ
の 厚さは、2040～
2080年までの0.1m
の海面上昇によって
25mから10mに減少

地下水涵養は2050年代
までに70%以上減少

良好な水供給及び
公衆衛生インフラが
ない地域において、
さらに激しい降水現
象による病原体の負
荷が増加

減少 増加

年間流出量の平均変化率

水 　温暖化が進むと、河川流出量や利用可能な水の量にも影響が現れます。
　AR4では、下図のように、21世紀後半には世界中で年間の河川流出量が変化すると予測されて
います。年間流出量が減る地域では渇水等の影響を受ける一方、年間流出量が増える地域でも洪水
の危険性が高まるだけでなく、季節ごとの降雨パターンが変化して、必要な時に必要な量の水が得ら
れない、という問題が生じる場合があります。

　日本では近年、極端に少雨の年が増えているとともに、少
雨の年と多雨の年の年降水量の開きが大きくなる、つまり、年
変動が拡大する傾向が確認されています。一方で、時間雨量
100ミリ以上の豪雨の回数が増加していることも確認されてい
ます。現在のこのような降水量の年変動の傾向や豪雨の増加
等の現象は、温暖化が要因となっているかどうかは明らかにさ
れていませんが、今後温暖化が進行すると、こうした傾向が強
くなると考えられます。
　また、21世紀末（2071～2100年平均）には、夏季の降
水量が現在（1971～2000年平均）より約20%増加し、夏
季の日降水量が100mmを超える豪雨日数も、温暖化の進行
とともに増加する（右図）と予測されています。

日本では、夏季の降水量と豪雨の頻度が増加する

河川流出量、利用可能水量の変化

2081～ 2100年までの年間流出量の平均変化率（％）と温暖化が淡水に及ぼすと予測される影響の例
（1981～ 2000年との比較、SRESのA1Bシナリオを使用）

日本の夏季（6・7・8月）の豪雨日数の変化

（出典10より）

※	SRESのA1Bシナリオを採用。日本列島を覆う格子（100km×
100km程度）のうち１つでも日降水量が100mmを超えれば、豪雨1
日と数えた。広い面積の平均を基にしていることから、絶対値は観測
データと直接比較できない。相対的な変化のみが重要となる。
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21世紀後半には豪雨
の多い年が目立つ

（出典9より作成）

温暖化がもたらす深刻な将来影響
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観測された5年移動平均値

各年の予測結果
予測結果の5年移動平均値

海氷面積の
急激な減少期間

予測範囲

　日本でも、高山生態系で影響が現れ始めてい
ます。
　北海道大雪山五色ヶ原では、この10～20年
の間に、お花畑の消失が起こっています。これは、
雪どけ時期が早まったことにより、土壌の乾燥化
が進んだためではないかといわれています。
　温暖化が進むと、今後もこのような高山植物の
消失域が増加すると考えられます。

生態系
　AR4では、世界平均気温が
産業革命前より1.5～2.5℃以
上高くなると、調査の対象となっ
た動植物種の約20～30％で
絶滅リスクが増加する可能性が
高いと予測されています。

　生態系は、もともと気候などの変化に合わせて適応する能力をもっ
ています。しかし、温暖化の影響で起きる洪水、森林火災、海洋酸
性化等と、土地利用変化等のさまざまな要因が組み合わさると、その
適応能力を超えてしまい、生息適地の変化に追いつけなくなる可能性
が高いといわれています。
　温暖化すると、植生の分布を決める「暖かさの指数」が増加し、気
候帯が北上します。2100年までに地球の平均気温が3～4℃上昇
する場合、日本では気候帯が4～5km/年のスピードで北上するとい
う報告があります。しかし、生態系の基礎である樹木はそれほど速
くは分布域を移動させることができないため（コナラやカシワで75～
500m/年）、枯れたり生育できなくなる可能性があります。

1.5～2.5℃の気温上昇により、動植物の約2～3割で絶滅リスク増加

生態系が、温暖化のスピードに追いつかなくなる

日本でも現れ始めた生態系への影響

気温上昇に応じた生物種の絶滅リスクの増加

お花畑の消失：北海道大雪山系五色ヶ原にて

（出典9より作成）

（写真提供：北海道大学工藤岳准教授）

（写真提供：朝日新聞社）
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（出典11より）

2024年からの10年間で北極
の夏の海氷面積は400万km2

も急激に減少し、その結果2040
年には、夏の海氷がほぼ消失する
可能性があるとの予測結果もある。

海氷の上をエサのアザラシを探して歩くホッキョクグマの親子
（2006年7月、ノルウェー・スバールバル諸島）

ハクサンイチゲの大群落

1990年7月 2007年7月

スゲ類の草原へ変化し、お花畑は見られない。

　ホッキョクグマは、海氷の上からアザラシなどを捕まえます。カナダ
のハドソン湾では、海氷面積が減少したため、ホッキョクグマは狩りが
できなくなり、平均体重が295kg（1980年）から230kg（2004年）
に減少したとの報告例があります。21世紀半ばには、	全世界のホッ
キョクグマの個体数が3分の1になるとの予測もあり、2008年5月には
アメリカ政府がホッキョクグマを絶滅のおそれがある種（Threatened	
species）に指定しました。

北極の海氷面積の予測（9月）

気温上昇※1

1.6℃

種への影響

9～31%の生物種が絶滅に
瀕する

全世界※2

2.2℃ 15～37%の生物種が絶滅に
瀕する

全世界※2

2.9℃ 21～52%の種が絶滅に瀕する 全世界※2

3.5℃ 世界の生物多様性ホットス
ポットで固有種の15～40%
が絶滅と予測

※1 産業革命前からの気温上昇値。値は各文献からの引用、文献中の気温幅
　   の中央値、または計算結果の中央値を使用。
※2 地表面の20％を対象とした調査

全世界

3.1℃ 残存していたサンゴ礁生態
系が絶滅

全世界

2.8℃ 北極

1.7℃ 全てのサンゴ礁が白化 グレートバリアリーフ、
東南アジア、
カリブ海

地域

夏の北極の海氷範囲が62%
消失すると、ホッキョクグマ、
セイウチ、アザラシの絶滅リ
スクが高まる

海氷の減少と「絶滅のおそれがある種」ホッキョクグマ
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